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1.中 国語 と禅僧たち
前回の終 りで述べたように,中 国語の音読が次第に廃れて,訓読に移行
したのは平安時代の末期であった。訓点の発生は,奈 良時代未期迄遡り,
備忘上の必要から,原文に万葉仮名で読み方を書き添えることから始 まっ
て,ヲ ゴ ト点,返 り点などが打たれるようになった。こうして成立 した訓
読は,口訥しやす く覚えやすい読み方を工夫することに集中され た。r学
令」によって,
おじく モ よ う オ　な
凡そ学 生 は,先ず経の文読め。通熟して!熱 うして後に義講へよ。
と定められ,暗 論主義が原則 となり,訓読するようになってからも,口諦
が重んじられたためである。
やがて遣唐使の廃止によって,中 国語の源泉との接触を失なうと,漢学
は古注を踏襲するようになり,ますます 日本化された。 この頃からr学令」
に定められた大学寮の教官の採用も選抜制から世襲制に変 り,決窪った氏
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族の者だけが任命されるようになった。音読に代るべき訓読を確立するた
めそれぞれ工夫をこらしたのが清原,中 原両家である。訓点の発明を家点
として世襲し,漢学は,中国固有の コンテキス トをはなれ,日本文化に同
化してい ったo・
こうした傾向は,宋 との交易が盛んになる迄 しばらく続いた。その結果,
中国の,思想や中国語にうとくな り,昔のように生 き生ぎとした理解が出来
なくなっていった。慈円は,「愚管抄」の中で,
わずか
此末代ザ マ ノ事 ヲミル ニ,∵…マ高キモ卑 シキモ,憎 ニモ俗 昌琴 ・"…僅
ま な
に真名 ノ文字(漢 字の.こと)ヲバ読 メ ドモ・又基義理(正 しい筋道).ヲサ ト
みこう'ぎよラ
リ知 レル人 ハナシ。男ハ起伝?明 経 ノ文 ヲホ鞄 レ ドモ,ミ シラザルガ
リつリヱう
ゴ トシ。… … 日本紀(日木書紀のこと)以下律 令 ハ我国 ノ事 ナ レ下モ,今
ス コシ読 ミ トク人 ア リガタシ。
と嘆いている。つま切 慈円が生きたナニ ・三世紀の4ろの日本では,漢
文が読めな くなっていたわけである。ζれは,当時の訓読法が,テ キス ト
に個別的な読みを与えてヤ・っ.た撫醐に,も とg中甲語のような普遍的 な読
み方が失な.われたためである。その準南字訓g固 牢などの努力が博士家の
人々によってなされ改良も行な わ れ た が,虚 詞などは読まずに置かれた
(置き字)た め・巾国音に従って全てを字音直読で読んでいた頃に 比 べ・
原文も覚えに くくなり,原語のテユアンスも薄められるという欠陥が生 じ
た。
こうした中国語離れを別玲面から見れば,日 本語の自覚と文化的ナショ
ナリズムヘの傾斜と受けとることもできる。慈円によれば,本 来の日本語
ヰ ま ことぱ
であ る 「倭 ト詞」は,漢 字に書 くこともで きぬ し,そ うか とい って仮名 に
書いて も読 みに くく,な ん とも坐 りの悪い言葉であ る。例えば,「はた と,
むず と,し ゃ くと,ど うと,ぎ と,き よと」な どといった オノマ トペ的 な
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副詞がそめ類である。 しかし,rアヤシノ夫,ト ノヰ人j(上下貴饅)までこ
うした,切 れば血の出るような生の日本語で,考 えたり感 じた りしている
のであって,漢文で考えているわけではないbこ ういう言葉こそ,rロ本国
ノコトパノ本体ナルベゲ レ」というのである。(r愚管抄」巻第二および七)
慈円は,自 国語のアイデンディティに対する自覚に立って,「愚管抄」を
仮名丈字で書いた。目当時,中 国語語学力の質的低下と併行して,日 本語へ
の認識が深 まっていることがそとか ら読み とれるb
外来丈化の異化 と同化は連関しなが ら進行すると前に書いたが,慈 円が
愚管抄を書いたころは,中 国譜 との新 しい接解への要求 も高まっていたわ
けで,文 化的ナシ霊ナ リズ仏 とは,う らはらに,中 国文化の源泉に復帰し
なければならぬ とい う認識 も進行しつづあった。
例えば道元は,十三世紀に,入宋 したが,帰 国して数年後に書いたr正
法眼蔵」のr弁 道話』では,
とふ ていは く,西 天お よび神丹国は,人 もとより・質直な り。中華の しか
え にふ わかてう
らしむ るに よりて,仏 法を教化す るに,い とはや く会入す。我朝は,む
しやうしゆ
か し ょり人に仁智す くな くして,正 種つ もりがた し。
しめ していは く,い ふが ごとし。わが くにの人,目い まだ仁智 あ まね か
らず。
と述べ,中 国は文化の中心地であるから人倫的素養も高く,臼本はまだ及
ぱないことを認めている。
語学め面でも,も う一度中国から学び直す必要があるとい う認識は,目宋
から禅僧の来 日が増えるにつれますます高まっていった。十四世紀の終り
から十五世紀にかげ七,今 まで置き字として読 まなかった文字もでぎるだ
け読むべきであると説 く者 も現われた。東福寺不二庵の開山で不二道人と
称した岐陽がそれである。博士家の訓点は,硬 直して衰微して行ったが,
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禅僧たち の国では,中 国か ら栄養を吸収 して再 び漢学が生れ変わ りつつ あ
った。
日本 の漢学 は,音 韻変化 してゆ く中国語 を,い くつかのフ ェーズを置 い
目て追いか けていたため,'古来、目呉音,漢 音,唐 音』宋音の ような音韻 の層序
を認め る ことがで きる。そ して当時は,ア ップ・・トウー ・デイ.トな中国音
や ま と
が直接入 って来たのは日本の禅寺であ った。「山門を出ずれぱここは日本
な り」という句は,当 時の禅寺の語学的雰囲気を伝えている。
禅僧たちは・もう使われな くなった漢音を改め唐宋音による中国語を中
国僧から学んだのである。禅寺の閉鎖性は,そ こを一種 の中国領土のr乗
しドん ぎ
び地」(endave}にさせた。禅寺 の僧堂教育の焼範 とな ったr清 規 」には,
特に唐 宋音が よく保存 されている し,禅 寺では,rウヤ ムヤ」 とか,r挨拶」
とかr出 世」,「喫茶」,「玄関」な どとい う当時 の最新 の中国語が 日本語に
とり入れ られ ている。
日本 僧 の入宋 と中国僧の来朝 も季節風 の存 在を知 った航海技術に よ り,
ちようねん じやくしよう
より安全に行 なわれ るよ うにな ったゆ平安時 代にすでに・ 齎 然・寂 照・
じようじん ちようげんド か く あ
成 尋 な どが 入 宋 し・ 次 い で ・ 重 源・(1167),栄西(ll68,1187),覚阿 ・金 慶
しゆんじよう
(1171),俊祷 〔U99)など の パ イ オ ニ ア の 後,道 元,明 全 の 入 宋(1223)が
らんけいどうウゆう
あ り(計三十七人が入宋「五山詩僧伝」),その後,蘭 渓道 隆 が北条時頼 に招聰
され(1226)て入朝後,宋 や元か ら中国僧二十一人(r五山詩僧伝」)の来朝が
約一世紀 にわた って続い た。
しか しなが ら・目コ ミュニケーシ ョン上 の問題はかな りあ った よ うで,平
安時代 のパイオニア達は,筆 談で しか問答がで きなか った と 「宋史 」は語
ってい る し・来朝す る中国僧 も日本語の素養は ゼ・であ ったか ら,.日本 祉
会に とけ込 めず・ その態度 を非礼呼ばわ りされ,月 本人僧 の間 では必ず し
も喜ばれ なか った ようであ る。
どうりゆう
道 隆 は・r日本語はほとんどでぎず,も っぱら中国語で説法した」とい
われ・建長寺を開いたが,ス パイの 嫌疑をかけられたり,日蓮な どに悪ロ
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ごつたん
を言われた りしているし,兀庵は,不快な感情をいだいて帰国し,隠元も
し
r礼法を識らず」とうとまれたと伝えられている。
・しかし,これ らは,禅宗の外部との対立であって,禅寺内部の子弟関係
においては,お そらく中国僧 と日本僧がかな り親 しく接し,語学教育 らし
・ぎものも行なわれたのではないかと想像される窃
道元は,入宋前にr会話を習って」いたと言われるが,筆 者の限られた
調査では,誰からどのようにして習ったのかをつかむことは出来なかった。
当時の語学教育そのものずば りを知る文献が見つけられなかったので,情
況証拠をいくつか上げて当時の語学教育を想像してみる他ないのだが,r大
宝律令」のr僧 尼令七』に,
ごんしんぴう り ぼら こう ぐ じ ゆ る
凡そ僧は』近親郷里に,信 心の童子を取 りて,供侍することを聴せ。年
おのおのロんじき かへ
十七に至 りなば,各 本色に還せ。
とあらて庶民を対象とした僧堂教育の一端が うかがえる。尾形裕康によれ
鵬 ・鎌倉から安土桃山にかけ・て・登山した少年は一丁七二人あり・七才ぐら
いから約七年間,寺 に寄宿在学 したという。ここで教えられた の は,「千
字文,百詠 ・蒙求,和漢朗詠」などである。しかし"れ らが・宋音を知る僧
によってどの程度直読式に教えられたのかは残念ながらはっきりしない。
一方,僧徒の養成を目標 とした,禅林僧堂教育は,道元などの手によっ
て開かれた。道 元は,永 平寺を開ぎ,僧侶の学ぶべき宗教生活上の心得を
しん ぎ
細か く定めた 「永平清規」を著わしたが,これにも語学教育としての中国
語や漢学の学習については触れられていない。
ただ,当 時の円覚寺や建長寺,南 禅寺など,中国僧の居た禅寺 も多かっ
たから,そ こで,ネ ィテ ィヴ ・ス ピーカーか ら,巾国語の生の語感や発音
を摂取した ことだけは確かで,そ れは,日本僧に よる1中国語作文として
の五山文学とい う証拠として残っている。
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どのよ うな方法で語学教育が行われたかを,結 果である五山文学から知
ることはできないが,五 山に入門するとき に は,r禅宗が外来宗教であ り
かつ中国 より学ぶものであったから,外国語の基本としての漢文学と,中
国の状態を習得する必要上,禅 寺への掛塔(かた一 入門)には,作 詩の試
験を課 して漢文学の力量を試験した」(玉村竹二)というから訓読だけでは
なく中国語の運用能力を前提とした学力達成を目指していたと見ることも
出来 よう。
ロが
くいん ぐ ちやう けいあん ニう し ニ けい し ざん
事実,五 山文学 の撤筆老には,愕 隠,愚 中,桂 奄,栩 之,古 剣,此 山,
しいや くしつ しよ)かい ぜっがい せつそん ちゆうか=ん よゆ うじよ てっしゆう てんがん ぺつげん
寂 室,性 海,絶 海,'目雪村,中 巌,中 恕,鉄 舟,天 岸,別 源,な ど中国に
みん ぎ
長期間滞在 した者の他,明 極のような中国人も入ってし.・る。
五山の文学活動は,五 山版と勧せられ る,目禅籍の印刷 も行なっており,
ポル トガル トパ ドレたちの印刷したキ リシタン版にも比らべられるところ
がある。目
以上のような情況証拠から,禅僧の間で中国語教育が行なわれ,それが
→応実を結んだことほほぼ事実であろう。しかし,次の節で述べるキリシ
タソ語学 とは,根本的に異なる性格 と限界凱 』禅林の語学教育が持ってい
た.ごとも否めない。
禅林の巾国語教育には,キ リシタンの語学教育の特質であった,組 織挫,
民衆の要求と生活に根ざした教育政策,言 語干渉に対する認識,自 語の重
視などが欠け七いた。一言で言えば,禅 寺の語学には,大衆性が欠けてい
た。
これは,戦乱を逃れて文学や宗教へ逃避し更に日本迄亡命し(きた中国
人たちの持っていた友社会的,逃避的体質が,禅 をとおして語学にも反映
した結果である。 この姿勢は,語学の対象を,総 合的にすることを妨げ,
専 ら,政治社会に背を向け,文学宗教に限定する傾向を生み,閉鎖性を助
長した。その端的な現われは,新 しい儒教の摂取の仕方に見られる。
新儒教(朱子学)ば,宋元文化のもう一つの側面 として見落せない要素で
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あるら朱子学は,「禅 と対立し,禅に代って台頭し」社会や政治を中心に据
えた。しかし,禅寺の中国語においては,朱 子学は「固有の特質を活か」さ
れず,そ れは,還 俗して林羅山とともに,五 山の禅学と対決.し朱子学を唱
せい か
えた藤原慢窩 を待た なければな らなか ったφっ ま り,.彼に よって,新・しい
せい か
中国語学の成果が,漢 文の中に活かされたのである。羅山の 「慢窩先生行
状」(巻第四十,行状)に よれば,
けい ぶ いんがうろうしようこう オみ
朝鮮刑部員外郎 姜 抗来 りて赤松氏の家にあり.抗,先 生に・見えて 日本
国にこの人あるを喜び,倶 に談ずること日あり。…ワ
先生,赤 松氏に勧めて,姜抗等十数輩をして四書五経を浄書せむ。先生,
自・ら程 ・朱の意に据 りて,これが訓 ・点をなす。
とある。つまり外国人朱子学者姜流との共同作業で,古 注の誤 りを二程子
と朱子にまって改め,アップ・目トウ・デイ トなものに書 き変えたのである。
禅寺の外の博士家で行なわれていた日本化 した中国語の矯正は,閉鎖的な
禅林によっては果されず,還 俗した惇窩によってなされたのである。つま
り,禅のもたらした中国語学の成果を,禅寺の外へ持ち出したのが怪窺で
あったとも言えよう。.
ただ禅宗語学のもう一つの面も把らえておく必要がある。.椙対的に見る
と,門 閥化した博士家の学問よりも,仏教の方に民間の俊秀が集 まったの
であ り,活き活ぎしたのは,官学の漢文 よりも禅学の方であったわけで,
それが硬直化した公家文化に新風をもたらした ことは否定できない。
しかしながら,その成果が,幌 窩のような人間が出て来 る迄は,万人ゐ
ものにはならなかったし,政治に背を向け,朱 子学のような政治 と倫理を
結ぶ考えかたは排斥された。・また個人の救いに重点を置 く禅は,組 織的,
社会的発想を持たなかうたから,万人向きの語学教科書 も生 まれ な か っ
た。中国僧たちは庶民の間で説法してその悩みを直譲に知ろうとすること
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に も消極的であったから,口語に対する関心も少なぐ,熱 しに日本語を学
ぶ気運 も生まれなかったし,言語干渉によって生 じる教義の誤解に関す る
認識 もなかった。したがって,五 山文学の作文も,中国の官僚の文体であ
る四六駐麗体に限られることになった。以前に比べ,感 性面をも含む運用
が多少進みながら,それは一定の文体に限定されていた。
ポル トガル人パ ドレたちも,ヨ 』・ッパでは体制側に利用された右翼の
会士であったが,日 本に来て,中央政府とは必ずしも直結できないことを
知ると,地方の大名および,そ の下の庶民と広汎な接触を持つようにな り・,
日本文化に対する積極的な姿勢を確立したoそ のため,パ ドレたちは,必
死で日本庶民の口語を身につけ,イ エズス会の教育組織に照して庶民の要
求を入れた体系的な語学教育を行ない,キ リス ト教の教義が翻訳によって
歪まぬよう細心の注意を払 うなど,語学教育史上優れた成果 と語学教師の
アイデンティティ形成史の上での大 きな足跡を残した。
2.キ リシタン語学の時代
イ,イ エズス会の歴史的背景
禅林における中国語学の教育法の実体があまりよくわからないのに比べ,
十六 ・七世紀に主としてポル トガル人やスペイン人によって行なわれた,
キリシタンの語学教育については,かなり詳しい記録や資料が残 っている。
これまであつかって来た時期 とは違って,キ リシタン語学に閏しては,著
名な文献が多数出ているので,新 しくつけ加えるべぎものは素人の私には
あまりないが,キ リシタン語学を,西 洋の宗教史の中におけるイエズス会
の位置,イ エズス会のラテン語文典とヨー・ッパの文法理論史 との関係,
ルネサンス ・ヒューマニズムとイエズス会の教育法との関わりなどの点を
大雑把なが ら導入すること,日本における語学教廟のr自己」形成の源流
を温ねるという視点から,キ リシタン語学を位置づけること,昭和八年に
出た土井氏の論交以来ほとんど解明されていない,ア ルヴァレスの 「ラデ
ー43一
》語女典の原典複製版が早稲田の図書館にあ為のでそれについてデ多少考
察を試ることをこの章では行ないたヤ・。
日本におけるキ リシタン語学 と云えばイエズス会の語学教育活動のこと
であるが,イ エズス会の在 日中g活動を理解する上で考慮に入れておかね
ぱならないことがい くっかある。それは,宗 教改革における新教 と旧教と
の闘争において教育が争点 となったこと,そ の背景には,教会の外で新興
市民階級の教育奪形成 しようとする新教と教会内教育を建て直そうとすう
旧教との対立があ り,それは,ヒ ューマニズム的な教育内容とスコラ的な
教育内容,・それに関連する文法観の違い,・語学教育観の相違などを含んで
いたことなどであるp、
新教は,旧 教側の腐敗,特 に下級僧侶が無智で南った1こ彰 ラテン語で
聖書を独肖トて,噌般麻民1こ母国語で読ませたこ≧を肇じていた;と,ス
コラ哲学のわ くに閉じこ.も似 現実の社会で役立ち・真理に基づ く学問を
疎外していることなどに強い不満を持ち,自 分達の新しい教育の場を設立
しようとしていた。
中世迄,教 育は全 く教会の独占事業であったのだが,十 五世紀になると,
市民層が教会の外で教育を行な うようになり,新教国では,修 道院をつぶ
して,市民用の文法学確(シ轟イクスゼァもその生徒であった)や大学を作る.
費用にあてた。最い間,教 育を独占していた教会は,全 く教育について反
省する機会もなく,教育が僧侶以外の層にまで広が り,俗人も教育を必要
としている時代になっていることを認識しようとはせず教育の改革は全 く
放置 された。
旧教側はシ自らの怠惰のため,新教側のエネルギッシュな教育活動によ
って,新教のイデオ・ギーの浸透がどんどん進み,・足下が危なくなってい
くことにやがて気付かざるを得なかった。'三
一五四五年～六三年の トリ干ソト宗教会議では・こうした教育上の立ち
遅れが悶題にな り,それを背景にダイグナチウ不 ・・ヨラが脚光を浴びる
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ことになった。 と'言うのは,ロ ヨラのイエズス会は,フ レミッジュ・プレ
ゾリソ 』オプ ・コモン 。ライフという宗団を除いて1確 固たる教育政策を
持 っている唯一の旧教団体であづたからである。イユズス会は,自 らを研
修するために,目整然とした教育体系を持っていた.それを拡大して,・宗教
イデオ・ギー敦育砕使えないかと,ト レン ト宗教会議は考えたのである占
つまり,新教側のイデオ白ギー攻勢に対して巻ぎ返 しを計るべ く,仁 ヨラ
の教育手腕が買われたわけである。
こうしで・一マ法モと結んだイニズス会は一五五六年の自ヨラの死に至
る迄千人以上に会員を増やし百に昇る支部を持つに至った。イエズス会 は,
十六世紀の新旧の宗教闘争の中で生まれた多くの新しい教団の一つである
が,・抜きん出て勢力を得たわけは教育的力量の優位性に依 うている。
中世迄は,・教育と言えば,聖 職者 と学者のための教育を意味 したが市民
階級の成長と相俊づ.てルネヅサンス期には{般 人も教育されるべ きだとい
う考えが広まって来た。しかし,}その要求に応ず る一般人のための学校は
イギ リスのイー トン校などを除いてまだ稀であった占 イ出ズス会は,こ こ
に眼をつけ,初等から高等迄の全課程の教育をセ ヅトにして諸候に提供 し
たのである。 と同時仁諸候の告解を聴 く勤めも果たした。
近世になってからは,教 育は,国 家の思想宣伝の強力な武器となり,い
かなる国においても公教育は国家のイデオ・ギーに拘東されるとい うのが
一般通念セあるが,中世迄は教 育は全 く教会にまふされてお り,国家 とは
関接的な関郎年あマた?し かし・教余の勢勿が憂え多に?れ・国家は教会.
を下に従えるようになり,・教育が政府の事業に移され るようになった。イ
エズス会の活躍したルネサ ンス期は,教育が,教会から国家へ移る過渡期
であった。封建諸侯は,教会を,庶 民の霊の番人 として把らえ,危 険,思想
である新教を排除すべ く,教会をとおして国家教育を行なお うとしたので
ある。
・ヨラのイニズス会は,こ うした国家教育の後進性を背景に登場 し,プ
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ロの思裡教育集 団 として・.教育の串前を行 な った。 その腕前は・高 く.評価
され,封 建諸侯 は,こ ぞって領地にイエズス会 の カ トリック学校を設立 し,
プ・テス タン トの教 員を国外 に追放した。 イ手 ズス会 は,二 うして政治に
巻 き こまれ てい った。彼 らは,ヨ ーロッパの君 主たち と親 し くな り,旧 教
.の連盟 国の中でC,L拳.ば り・匪〉政治活動 も行 な った。.フランスでは,ユ グ 、
ノー弾圧 の内乱 を組織 したし,イ ギ リスで も新 教のエ リザベス女王暗聲を
言十った りした。
以上が イエズス会が客観的に果たした役割であるが・主観的には・もう
一つの側面が～らったことも見落せないqそれは,イ エズス会土たちの多 く
は,良 心的な宗教家であったこ≧である・少な くとも当初後 らの目的とし
たところは,貧 しく病める者の救済であったq首 長のロヨラが法王の権力
と結びついて勢力を伸ばそ うとしてから,イエズス会の運命は・会士の主
観的意図とかかわ りな く,反動勢力の延命の道具 として利用され,そ の事
態の展開の中で会士たちの意識も除々に変化して行き・結果的には・富め
る者,力 ある者の味方に堕してし重う二とになったのである。二れは,自
己が果してい る役割炉客観的に どんな意味を持つか見るこ≧の下手な享学
者,宗 教家,心 清的で良心的な思想家や教祖型の指導者にょく起る二とで・
そ うい う人たちを歴史的に評価 しょうとする場合,本人の意図に重きを置
くか,そ の人間の果 した客観的役割の方に重 きを置 くかで評価がわかれて
くる由縁であるg本論は・両方を統一的に把える立場に立っている。
そ こで次に,イ 午ズス会士たちの主観的側面 も考察しておきたい。彼ら
が,日 本で良心的な教育を行ない,数十万人の信徒を階級を超えて獲得す
ることが出来たのは,彼 らの宗教的良心 と努力に依 るところが大ぎく,外
国 との交渉史の上で特に重要であるからである。
彼 らの宗教的良心の象徴的表われは,ザ.ビェルとヴァリニャーノにょっ
.て代表 される。ザ ビエル(原音シャヴィェル〉は・一五四七年アラツカで初
めて日本人アγジP一(あるいは弥次郎)と会い,ア ンジローの好学心に打
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た れ もし,日 本人が皆同 じよ うな知識欲の強い民族な らば布教す べ き最適
の 民族 だ とい う印象を得た。 ザ ビエルは,.その初心をす ぐ実行 に移 した。
アンジ ローか ら日本語の手ほ どきを受け 日本に渡 る決意を した のである。
一 五四九年十一月五 日,ザ ビエルはゴ ゴアのサ ン ・パ ウ陰の コシジ ョ(学
林 〉の イルマ ンに長文の手紙を送 り,口 本 の第一 印象を次の よ うに語 って
い る。
我等が今日まで交際したる人(日本人のこと)は新発見地中最良なる者に
して・異教徒中には日本人に優れ把る者を見ること能はざるべ しと思は
るo
チ ース リク氏に よれば,ザ ビエルは,目 本人の短所 を よく見抜 ぎなが ら,
文化的価値 を尊重 し,そ れに基づ く布教計画を立てたと言 うqザ ビエルが
高 く評価 したのは,目 本の政治 ・社会制度が高度 であった こと・学問的 レ
ベ ルが高 く,足 利学校や五山 な どにr大 学 」を持 っていた こと,男 女 を問
わず ほとん ど読み書 きが出来,ヨ ー・ ッバの文盲率 の高 さに比べ て驚 くべ
き レベル の.高さであ った ことの三点であ った。
ザ ビエルは,こ の認識 に立 って,次 の プランを立 てた。 日本の首都 「ミ
ヤ コ」に 入 り,r王」にまず 会 ってr上 から下へ」 の伝道をす る。(これは,
f王⊥に会えず,地方領主に働 きかけることに変更。)
r大学」 へ行 き,ヨ ー ロγパの大学か らも教授を 招 き,日 本の青年を ヨ
ー ・ッパヘ留学 させ るq(これは失敗に終ったp)
聖書の翻訳を して,日 本の宗教文学 を興す。
ザ ビエルの こうした布教 計画は,必 ず しも実現 されなか ったが,彼 は,
r五 五二年,・ ヨラにあてた手紙の中で(村上訳では,そ うはとれないが,目チ
　 の 　 し じ
一スリク訳によると),「日本人 だけが,自 分の力でキ 塑ス ト教 を発展 させる
に 適 してい る」 と信 じて 日本 を去 った。 イエズス会の背景にあ るポル トガ
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ルや,後 には スペ イソの植民地拡大政策 の観 点 とは別 の次元か らザ ビエル
は 日本 を正確 に見 ている。ザ ビエルは,日 本 の文化的主体性を尊重 し,布
教活動の初期にお いて,日本を独立 した国 として眺 めてい るように思 う。目目
・同 じ精神は,一 五八三年にr日 本諸事要録 」を表 わしたヴ ァリニ ャーノ
について も言え る。彼は在 日イエズス会宣教 師の最 高監督者であ って日本
へ三た び巡察師 として来 て い る。 ヴァリニャーノは,日 本 人が,「有能で
秀でた理解力を有 し」,r子供達は…… ヨー ・ッパの子供達 よりも,は るか
に容易に,か つ短期間に我等の言葉で読み書 きす る ことを覚」え,「我等 ヨ
ー 目ッパ人 の間に見受け られ る粗暴や無能力 とい うことが な く」,r信じら
れ ないほ ど忍耐強 く」,「交際において,は なはだ 用意 周到 であ り」,「服装,
食事,そ の他の仕事のすべてにおいて きわめ て清潔 であ り,美 し く調和 が
保 たれ てお り」,・r他の ことで は我等に劣るが,結 論的 に言 って 日本人が優
雅 で礼儀正 し く秀でた天性 と蓮解力を有 し,以 上 の点で我等を凌 ぐほ ど優
秀 である ことは否定で きない ところであ る。・」 と述べ ている。(第一章)
そ して以上の認識か ら,目
イニズス会に入 る 日本人を,目あ らゆ る点で ヨー βッパ人修道士 と同様 に
待遇 し,(第十六章)
ヨー・ッパの諸条件や態度,・行為によって彼等を導こうとはせずに,彼
等の条件に よって待遇することが必要である。だから……彼等を訓戒し
諮責する場合にも,怒 って礼を失した言葉で物を言 うことを慎 しまなけ
ればならない。(第十八章ン
と述べ具体的 には,日 本 に則 した生活態度 と し て,r清 潔,礼 儀正 しさ・
威厳,愛 情」 を挙げてい る。(第二十三章)
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.また松田毅一氏嬬 よれば,ヴ ァリニャrノ.は,?五 七九年硯書簡の中で,
日本を征服 しようとす る 目一 戸咳 づ植 民勢 力のあ5ゆ 蜀試 み 昧,「軍事的
には不可 能」で あ り,・「経 済的には利益が ない⊥ と総長に報 じてい 為…と言
.う。目(r日本巡察記」解説)
もっとも ヴァ リ,F.ヤーノリ以上の よう、な熊度はピ当時 日本頃長 くレ}た布
教長 カ ブラ.ルを批判す るとい ラコマテキス トで理解 されねば な1う趣.・p'ヴ
ァ リニ ャ7ノ は次 の点 について ヵブラルを批判 してい る。 カズ ラル嫁,,1日
本人 をr黒 人で低級 な国民 と呼び⊥ 「ポル トガル人修道士 とまっ、た く異 な
って取 り扱 い」,「日本 の風 習に順応」せず,、.「これを嘲笑 し⊥ ヨr巨 ヅパ
人 との差 をっけ るためrラ テ ン語や ポル トガル語を覚える ことを許さず」,
r神学 校を作る ことを決 して許さ」.ず,.「(日本).語は 『文法 』1によっ、でに判
らないもの とし,† 三 力年 を(日.本で)過 したが懸 と為 ど学 峰 う・としなかっ
た」 と言 う。
イ手ぢ不会硯布蓉曝 この紡果壁年ぶつかっτい準Qだが,ダ ァ.マ、ニァー
オの報告1まやれを打開する立笏び塾なされたもg鳩.喬 ままでも目的峠布
　 ロ じ 　 コ 　 　 じ
訟にありジ楳本セ;は,・β、本人を宗敦的に教化してやわなけれ頃ξしう 態度
に貫かれていたことも事実である。
しかし乍う,r日本人の独立を尊重レ植犀地車隷とにr線 を画した宗蓼的
.良心に奉づ、㍗て野允 ことも確かでぞ』法王やポル トガィ帰こ対 して購・日本の
政溶g経済,1文化上吻独立をダァリ・そヤーノ構主張し塵。.し粉し,濠王ら辱,
日本を例外と号ず,.まだ 日本人が聖聯者にな衝こ.とも謬み欺v・で,植 犀地
の丁環醇組み入れ よう≧レたかわ,・.イエズス会準た塑 ち。自.ら貿易に手を
染めて金のかかる日本朔〉布教を支えモ』ヨ7ロ ツ.イ～勢力や佗町宗振を牽制し・
日本を守ろうとしなけれぱならなかったqヴ ァリニャーノは,目 本が第二
のアズテクやフィリピンになることを暮れ,「月本雫は驚教炉分裂 して 、・
馬丸南信吊を朱な?て 挙 ウ.,.学り.堵タヨ亀、イ子 ズ不余r本 な勾、で信弔が
あるのだか私 他の宗教が来ないようにすべ きだ」と零蒙 しTll,耳本への
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ヨーロヅパ進出を宗教 レペルに留めようと闘っている。しかしこのころに
なると,イエズス会は・ 日本での経済的利益を独占しているという印象を
他宗団であるフランシスカンや ドミ昌カンたちに与え孤立せざるを得なか
った。実際には,イ エズス会は布教の費用捻出に苦 しんでいたのであるが。
こうして,イ エズス会の主観的良心と,客観的政治的役割とのバランス
が1日教他宗派やイエズス会に対立する新教の宣教師たちの割 り込みと,そ
の冒険主義的布教によって崩れ,日本政府にヨー・ッパの植民地主義の意
図が露わになってゆ くと警戒心を持った日本政府によってキ リシタンは弾
.圧 されるようになるのである。
以上が,キ リシタソの語学教育の背景的事情の素描であるが,それでは・
具体的には,日本でどんな教育が行なわれたのかを,ヒ ューマニズムとヨ
ーロッパ文法史の背景を混 じえながら語ることにするq
口,イエズス会のラテン語教育の背景
先に述べたヴァリニャーノによって・日本人による日本人のための布教
が説かれて以来 日本人に対しては,聖書を理解するためのラテソ語を,ヨ
ーロッパ人には庶民の生の声に接するための口本語をそれぞれ教育する動
きが具体化した。
ヴァリニャーノは,一 五七九年に初めて来日し三年間日本に滞在したが,
その間,亥 プラルの失政に よって生 じた好ましからざる状態を改善すぺ く,
第一回布教協議会を闘 崔した。更に,r日本布教長内規」 とr神学校内規」
を発令して学習体系の拡充化に努めたg"五 八三年に著わ した,.r日本諸
事要録」やこれ らの発令書か ら,当時の語学教育計画をかな り詳しく知る
ことがでぎる。語学教育に関する重要な部分に以下抜葦してみる。
F神学校生徒時 間表」か ら。(一,二,省 略)
三,六 時か ら七時半頃 まで勉強 し,学 課を覚え る。幼少の者は ラテ ン語
の単語を学ぶo
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四,七 時半から九時まで,ラ テン語の教師のもとに行ぎ,宿題(を見せ),
暗諦したことを覚え,教師が読み聞かせ ることを聞 く。その間下級生
は宿題 をした り,先生から課せられたことをす る。
五,九 時から十一時まで食事をし休養する。
六,十 一時か ら二時まで・ 日本語の読み書ぎをする。すでにできる者は1
日本語の教師が課する日本文の書状を認める。その教師は,学課を訊
ねた り目,習字を修正した り,総てよく秩序立て,目彼 等が上達するよう
にする。
七,二 時か ら三時まで,唱歌や楽器の演奏を練習 し,残余の時間は体憩
する。……
八,三 時か ら四時半 まで,生徒はふたたびラテ ン語の教師のもとへ行 く・
教師は この時に一つの文章を書かせ,彼等が進歩するのにもっとも適
していると思われ る,何か値の文章を朗読して聞かせる。教師は1よ
り下級の者には,その間,良 いと思われるラテ ン語の交章の読み書ぎ
をさせる。なお残る夕食前の半時間,すなわち五時頃までは自由時閲
とするq
九,五 時から七時までに夕食をとり,休息する。
十,七 時から八時まで,ラ テン語を学ぶ学生のために復習が行なわれ・
下級生は,・その間,目日本文宇,ま たは・一マ字の学習,あ るいはこの
時間により適していると思われる他のことをする。
十一,八 時に良心の糺明(反省ンをし,ラ ウレンシオの連薦(クベの祈り)
をして直ちに就床。
十二,そ の週に祝日がない場合には,水曜 目にこ時間だけ日本語の読み
書 きをし,一 時からは自由時間とする。……
十三,土曜 目の午前中は,その週に学んだ ラテン語の復習に専念する。
(昼間の)食事後は二時闘,日本語の読み書 ぎを し,一時に学校が終る。
以下省略
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r神 学校内規より一
r神学校の経営の方法から」・
ラテン語,そ の他の学聞は,.・一…幼少晴代から学習し塗ければそれら
を習得するこ.と炉できぼいr
.(日本の>目子弟はr一学仏僧達の間で文字や日本風弔躾けを雫ギのが習わ
しとなってい る。・… ・仏僧等を除外すると,教 育者は誰 もいな くな る。
一我等の修院の中にも彼等の為の学校を設立することが挙票となる。
;塵ら神学校嫡少なくと毛.昇種誰立すうこ孝が必要で拳る。二種は子
供達の為であり一種は成人の為のものである。……古興g教 養Human-
i爆adと,.多くり学識 ξ共に,日本語,ラテ γ語の読み書きを教授せねば
な ら 諏 。 ∵'…:
子供の時代から優れた教養を体得させる為に隅 異教の詩や・シセロ
の文章に,よつ㌘.テ癖 轍 授す弾 で瞭 く・悪徳蝉 む判 スト教
.的毎操と宗教の優れた材料を記萩し宅いる書籍1こ基づか参裸稼らない。
…… この新 らたに作製す る書籍は,日 本で印刷せねばな らぬザ …・・
神学校 は…… ラテ ン語において も,日 本語に おいて も・憂秀 な教師を
.欠か さ殿 よ うに(す る)。……
「日本諸事要録」第十二章
『口本人の為の神学校の必要,並 びにその経営の方法』 より
ここで企画陣 ている艦 岬 四噸 塑 一目ド・D陸一ニングの群
授 業で ある。読み,書 き,聞 ぎ,話 すの四技能を総合的に教 え,内 容 はキ
リス ト教文献に集 中 した教理教育で あ ることがわかる。つ ま り,ラ テ.ン語
を教 え る目的 は,布 教 に』あ り,あ くまで も語学教育はキ リス ト教を理 解 さ
せ る手段であ った ごとは 明らかであ る。
こ う・して,ヴ ァ リニャーノに よって企 画 された ヲテ ン語教育は一応軌道
に乗 った6ヵ ブラルの時代には,秘 密保持 のため禁止 され ていた ヨー・ヅ
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パ語教育が初 めて組織的 に行 なわれだ したわけで,ヴ ァリニャーノの功績
は極めて大 ぎか った と言 ってよか ろ う。キ リシタ ン語学の もろもろの成果
は,彼 の立案 がなけれ ば生 まれ なか ったか もしれ ないか らである。
しか し,A五 九〇年 に再び来 日した ヴァ リニ ャ幅ノは ラテ ン語教育を視
察して,r今 まで,彼 らの何人 も ラテ ン語をほぼ解 す るとい う程度 しか進歩
しなか った」(要録追補第八,井 手勝美訳)こ とを見い 出した。その原因は,年
を経た キ リシ タン学習者 は多忙で,記憶力 も落ちて いた こと,日本語 とラテ
ン語を 同 じ学校 で教 えると,ど うして も日本語 に熱が 入 り,ラ テ ン語が軽
視 された ことなどにあった。 ヴ ァ リニャー ノは,こ の点の改善に勤めた。・
一五九三一 四年度 の年報で,ゴ メスは次 の ように報 告している。(片岡千
鶴子氏による)
今年ばラテン語が今までセ・ミナ リヨで見られなか った程の進歩を見せま・
したゲ今までは強制されてラテγ語を勉強していただけで,生徒たちの
関心はむしろ日本文学の方にあり.ました。目ラテン語 と日本語の両方に優
れている教師がなく,また初めのうちはラテソ語が難しくてたいして進
歩できなかったからです…・7・
そして成功の原因として次の四点をあげている。
1。 教師 の努力 と熱意。
21ラ テ ン語を習得 した修道士が,ラ テ ン語 の本を読 んで,説 教の取材
を して いるのを見て刺激を受けた こと。
3.印 刷機 の導入(ヴ ァ リ昌ヤーノに よる)に よ り書写 の時問が省け,
一層勉強を楽 し くさせた こと。
4.目司教が 日本 に来 るとい う二甚一スによ って,日 本人に も司祭叙階の
可能性が開 けた と希望を持 づた こと。
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しか しこの時 か ら五年経 ってヴァ リユ ヤー ノ自身一六〇一年に(第三回在
日中)書 いた 「日本 キ リス ト教 の起源 と発展,並 びに我が主 の この新 しき
教会 に対す る特別 の,恩寵 についての第一巻」の中で,r日本人少年 はぺ γ習
字 以外,ヨ ー官ッパ人少年 よ りも,ラ テ ン語その他の学問に関 し・早 い進
歩を示 さなか った」(井手勝美)と して,ラ テ ン語教育の成果には否定的 な
評価を下 してい る。
しか し,一 六〇一年か ら,キ リシタγ学校 が閉鎖 され る一 六一 四年 まで
は,印 刷機に よって印刷 され たテキス トの整備 と、一応 目羅 両語 を身につ
けた教育経験者な どを得て,更 に進歩を見 ることがで きた。
デ ィエ ゴ の結城,ペ ドロ ・カスイ,ミ ゲル ・メノエス,マ ルチ ノ ・原,
セパスチ ャ ン ・木村,・ マ ン ・西,コ γス タソチ ーノ ・ ドゥラー ドな どの
ラテγ語 をマス ターした 日本 人たちは,キ リシタソ語学教育史 の最後の段
階 にな って現 われ てい る。 ヴ ァリニ ャーノの最初 の来 日か ら一世 代の時間
が経 っているわけで,や は り語学 教育は,そ の効果 が上 るまで,長 い時間
と努力が必 要である 二とが痛 感 され るσ
これ らの 日本人の中には ラテ ン語の教 師となった人 も多 く,ラ テ ン語で
演説 した原 ・マルチ ノや マカオのイエズス会 セ ミナ リヨの上長に まで なっ
た コンスタ ンチ ン ・ドウ ラー ドな どが居 り,彼 らの書いた立派な古典 ラテ
ン語 の原稿 が残 ってい る。
以上が,日 本におけ る創成期 の ラテン語 教育の歴史的推移の概略で ある
が,具体 的には,どんな方法 を用 い,どんな教科書を使用 したのであろ うか 。
方法は,時 問割か らもわか ると うり反復 に よる暗舗の他・作文・演説
語劇,音 楽な どに よる多角的 な方法が とられた。
ゴメスの一五九三 四の報告 には,発 表 会で,
二人の生徒が,r武力は学問に優るか?」 というテーマで(ラ テン語で)
討論を行ない,同 じセ ミナ リヨの生徒が審査委員を勤めてその審査を行
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ないました。……さらに合唱や器楽の演奏などのいろいろの音楽の間奏
が入って行事は盛大にそして大変立派に行なわれています。またナタラ
にも日本語の混ったラテン語の対話を行ないま した。テーマは,r真の
美 と偽 りの美」で大勢の生徒が出場しました。
とあ る。
また,演 劇を とうして,ミ ステ リヨ劇 と呼ばれ る聖書に取材 した劇(rア
グA,エ ワの堕落,ノ アの箱船」など)を ラテ ン語でや らせたが,そ れはpオ
ル ガソや クラポを伴 う楽劇 であった らしい。 イエズス会の劇は,ヨ ー ロヅ
パで も有名で,ロ ペ ・デ ・ウェガや カルデ ロンもそれか ら学 んだ と言われ
てい る。 こ うした語劇は,楽 しく,子 供た ちに喜ばれた。 日本 で最初の視
聴 覚教 育であ った と言って よか ろ う。
また,rキ リシ タγ演劇の主題歌 ・讃美 歌は,街 往 く異教徒た ちに よ っ
ても口ず さ まれ るほ どであ った とい う」(海老沢有道)か ら,音 楽を とう.し
てもか な リラテ ン語教育が行 なわれた こと も確 か で あ る。 一五八一年 の
「日本年 報」は次の ように報告 している。
彼等 は またオルガンで歌ふ 二と,ク ラボCravoを 弾 くことを学 び,す
でに相当なる合 唱隊があ って,易 々と正 式の ミサを歌 ふ ことが できる。
この よ うな多角的 な方法に よって,幼 年組には,ド チ リナを暗記 させ,少
年組 には,ラ テ ン語の読み書 ぎと更に交章 論を教えた。 ドチ リナは翻訳 も
暗記 させた らし く,漢 文 の音訓復読 のよ うな形で原文 と翻訳を同時に覚 え
込 ませた らしい。
ラテ ン語をマスターした 日本人r同 宿」や イルマ ンに対 しては,司 祭養
成 のために,ゴ メスが一五九三年に ラテ ン語で書いた,「神学 綱要 」(r天球
論』,『ア リストテレスの霊魂論三巻及び諸小篇綱要』,r日本人イエズス会士のため
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あ力三rlトリ・ッ・ツ教珪綱婁』の主部から歳る)ドセル ケイラの編んだ・』「良心 間題必
携 」1セル ケイ ラ著 』r教会 の秘籏 執行必携」,マ 家ニル目◎バ レ ト編r旧 ・新
約聖書,・教会博士及び著名な哲学者め聖教精華』・な どが講義 され た。
この値に,「 日本 のカテキズモ」,ボ ニフ ァシオ師の目「デ 。イ ンステ ィツ
チ オネ」,r日本 人遣 欧使節対話 録」及 びrキ ケ ・演説集」な どが 印刷され,
羅葡 日対訳辞書や アル ヴブ レスのrラ テ ン語文典」な どの語学学 習書 も用
意 された。…
これ らのテキス トは,目目プラ ン トよりは一 アリス トテ レ入や トマス ・ア ク
ィナスな どに基礎 を置 くものであるが,そ れは,目、目月本 で行 なわれた ラテ ン
語教育が,・・キリス・ト教的人文主義の右派の コンテキス トに位置づけ られ る
こ とを示唆 してい る西 ルネサ ンスの人文主 義者 たちの多 くは,自 然 と神の
、恩寵 の関係 をア リス トテ レスよ りは プラ トンの哲学 で解決 しようとした。
ノレネサ.ソスの新プ ラ トン主義に よって,そ れ迄 自然 の外に超然 と存 在 して
いた神が内在化 され,一テ ィリア'一ドがrル ネサ ンスの世界像」で具体的 に
示 した,目神性が 自然界の上 か ら下までに じみわた うてい るような論元的世
界像が成立 した。 こうした神 と自然 との連続性は,目目人間 と神,人 間 と肩 然
との間に も生 き生 きした関係を成 り立た させ,シ ェィクス ビアな どに見 ら
れ る 「存 在の鎖」(全ての事物が神によって結び合わされ照らし合っているごと)
に基づ く』所謂 ルネサ ンス的人間観が成立 したのであ る。r
この人文 主義 左派 とも言える新 プラ トン主義に対 して,一 段古 い考え の
人 文主 義者たちは,ア クィナスや ア リス トテ レスに基づ くス コラ哲学 的要
素を強 く持6て いる。 ごれは,・神 と自然を」元的 に とらえず,自 然 は神 忙
よらて〆lr直竜、1、駿晴」 され ると言 った考 え で,一 応 自然 と神 とを区別 した
考 えである。新 プ ラ トン主義 に よる世界観 よりも,こ の考 え方 の方 が,人
闘 の存 在は1謙 虚 なものにな ってお り,神 と自然 と人間 との安易 な連続 性
は出て来 に く'い。
ところで,当 時 のイ目エズス会は思想的にぽ,古 い方 の考えを まだ捨 て切
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っていなかづだようである。一五五六年に百冊に近い蔵書を携えて来日し
たヌネメは,目「プラ トンの著作ゴももた らして おの,新 プラ トン主義も好
まれていたことは疑いないが,目イエズス会では,ま だスコラ哲学が教えら
れていたし,目キリシタン版のテキス トの 「フィデスの導師」(1592)やゴメ
スのr神学綱要」(1593』4)もアリ目ス トテ レス哲学に基づ くものである。
イエズス会は思想的にほ,中世的価値観を捨て切 っていなかったが,・'行
動の上では,他 のヒューマ乱ス ト達に共通する側面 も持づていたδ
ルネサ ンズのヒューマニス ト達は,新興市民階級に対する新しい教育の
担い手であづた。市民階級は,目実用的な学間を求めジ教育によづて,少 し目
でも■i流社会にλ り.たいとい う情熱を持 らていた。"また,』医学や司法分野,
外交ゴ王室ド貴族'目郷紳などめ秘書,市 役所の書記などは,'・市民階級の新
しい就職 口であ6たが これ らの職業は全て ラテン語で書類を書いた り読ん
だ りする技術と知識が必要であ り,目ラテ ン語への需要は急速に増大し・教
会の外に女法学校が建てられたのセある。
ヒゴーマムス トたちは,こ うした新しい教育上の要求に応える上で先進
的な役割を果した。彼 らは,教育陶治を通 じて,入間を変之キ リス ト教内
におけ る新旧め対立を調和でぎるどい う理想主義に基づいて,教 育を自己
ゐ疲命だと考えた。この点で,イ ニズス会の教育ぺめ参加と関心が,時代
の要請にのったものであ岨り,目それ故に勢力を伸した ことば疑いない。イエ
父ス会の巌育方針は,r学習体系⊥(Ratlostudi・ru1hNこ細か く決められて
おり,ヴ ァリニャーンのr神学規定」などもこれを背景 として書かれたも
のである。それによって,文法教育から神学教育までめ計画が段階に応 じ
七決まり,目教育とそれ以外の指導の分業 も定められ,時代の要求にぴった
りの教育システムを備えることがセぎた。 この点イエズズ会壬の行動は,目
他のヒ出一ヤニス トたちと軌を一にし二ている。
また,'ヒ三一マニス トたちはデジャーチ リズ トゐ走 づでもあうえ,印刷
術を背景F読 者大衆臆 識してゆ 轄 く生活を送 ・撮 伽 世代であ
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った。.例えば,エ ラスムスは,速 筆で有名であ ったが,そ れは読者の反応
に機 敏に反応 しつっ,印 刷屋 の一室で執筆 した り校正 した りしたためで あ
る。 この意味で ヒューマ晶ス トは最初 のマス コミ文化人であ ったのだが,
イエ ズス会士に も,こ の精神 は受けつがれ てい る。メ ー ドレたちは,日 本
に印届1機を もち 二み,日 本 のキ リシタ ンた ちに一番 あ った交典や,物 語や,
教 理書を模索 しつつ執筆 しているのであ って,読 者の反応 に よって加筆す
るな ど弾力的な対応 を している。
また,彼 らの ラテ ン語教育法 も,ヒ ューマ ニス トた ちと同 じものがあ るσ
市 民の実用 ラテγ語教育 を 目指 した ヒューマニス トたちは,正 確 さ,有 弁
さ.を第一 の 目的 とし,そ れ故,暗 記の模倣を重ん じた。 そ してこの 目的に
見合 うためには,中 世 の論理学 に偏 した文法 より,古 典時代末期の伝統 を
引 く ドナ ー トウスやプ リスキア ンなどの,有 弁術 と意味 を重 ん じた文典の
方 を重 用 したが,こ の点で も,イ エズス会の ラテ ン語 教育は ヒ ユーニス ト
ラテ ン語教育の伝統 に入 る。 こ うした人文主義 ラテ ン語教 育の表われ とし
て アル ヴ ァレスの 「ラテ ン語文典」 も考え る二とがで きるので ある。 これ
に ついては,次 の章 であつか う。
以.上の ように,イ エズス会 の ラテ ン語教育は,内 容 や思想 におい ては中
世 的ス コラ的な ものを残 しなが ら,教育の体系,文 法の立て方,印 刷術の応
用 な どの方法技術 面においては新 しい人文主義的な要 素を持 っていた こと
にな る。 また ビ本 におけるイエズス会 の特殊性 とも言 うべ ぎある種 の大衆
性,民 主性 も ここに挙げ られて よい もので あるが,こ れは,こ の章 の 「結
び」で述べ る ことにす る。
紙幅が尽 きたので,こ の章 は未 完のまま筆を欄 きイエ ズス会 の ラテ ン語
教 育の テキス トであ るアル ヴ レスの文典 の構造やその ヨーロッパ文法史 の
中での位置づけ,イ エズス会におけ る日本語教 育,キ リシタン語学 が創 り
出 した民衆的語学教師燥,こ の時 代の評価 な どは次回に譲 りたい・
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